
岸野会長と岸谷名誉会長

岸野会長より岸谷名誉会長へ感謝状の贈呈

こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
書
面
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
協
会

の
評
議
員
会
が
五
月
二
四
日
に
決

議
さ
れ
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員

の
改
選
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
二
二
年
三

月
よ
り
一
一
年
の
長
き
に
わ
た
り

当
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
岸
谷
義
雄
氏
が
、
兵
庫
県
消

防
協
会
会
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

岸
谷
氏
は
、
県
消
防
協
会
長
の

み
な
ら
ず
、
日
本
消
防
協
会
副
会

長
や
内
閣
府
の
中
央
防
災
会
議
委

員
、
総
務
省
消
防
庁
の
消
防
審
議

会
委
員
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
兵
庫
の
消
防
団
そ
し
て
全

国
の
消
防
団
の
た
め
、
ご
尽
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
毅

然
と
し
た
態
度
で
協
会
業
務
に
取

り
組
ま
れ
る
反
面
、
常
に
周
り
へ

の
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
、
優
し
い

お
人
柄
で
、
県
内
外
問
わ
ず
関
係

各
所
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
、

長
き
に
渡
り
消
防
防
災
を
牽
引
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

評
議
員
会
決
議
後
の
六
月
一
六

日
に
は
、
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六

甲
荘
に
お
い
て
、
第
二
回
理
事
会

が
参
集
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
結
果
、
代
表
理
事
（
会

長
）
に
は
岸
野
雅
信
氏
が
選
任
さ

れ
、
当
協
会
は
新
た
な
幕
開
け
を

迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
議
に
お
い
て
会
長

を
退
任
さ
れ
た
岸
谷
義
雄
氏
が
当

協
会
の
名
誉
会
長
に
選
任
さ
れ
る

と
と
も
に
、
日
本
消
防
協
会
名
誉

会
員
へ
の
推
薦
が
決
定
し
、
令
和

令和三年度定時評議員会（書面）及び
第二回理事会開催

兵庫県消防協会会長退任と就任～感謝そして新たな幕開け～
公益財団法人兵庫県消防協会

三
年
七
月
一
五
日
付
の
日
本
消
防

協
会
臨
時
理
事
会
（
書
面
）
に
お

い
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た
岸

野
会
長
を
筆
頭
に
、
新
た
な
幕
開

け
を
迎
え
た
兵
庫
県
消
防
協
会
を
、

皆
さ
ま
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
回
理
事
会
に
お
い
て
選
任

さ
れ
た
当
協
会
役
員
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
　
長 

岸
野
　
雅
信

副
会
長 

採
田
　
芳
博

副
会
長 

安
満
　
真
哉

副
会
長 

安
達
　
哲
哉

副
会
長 

坂
本
　
信
嘉

副
会
長 

中
西
　
君
一

副
会
長 

吉
田
　
清
光

副
会
長 

西
岡
　
安
雄

副
会
長 

田
畑
　
幸
生

副
会
長 

曾
谷
　
哲
也

常
務
理
事 

北
田
　
輝
彦

な
お
、
令
和
三
年
八
月
一
八
日

（
水
）
、
伊
丹
市
消
防
局
に
て
兵

庫
県
消
防
協
会
会
長
退
任
感
謝
状

贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
、
岸
野
会

長
よ
り
岸
谷
名
誉
会
長
へ
、
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（1） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防

発 行 所
公益財団法人兵庫県消防協会
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令
和
三
年 

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
挙
行

令
和
三
年
七
月
一
四
日
（
水
）
、

兵
庫
県
公
館
に
お
い
て
、
令
和
三

年
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
、
二
二
の
功
労
分
野
に

わ
た
り
、
二
二
八
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
消
防
功
労
で
は
消

防
関
係
者
六
名
が
受
賞
さ
れ
、
消

防
功
労
の
受
章
者
を
代
表
し
、
宍

粟
市
消
防
団
の
安
原
団
長
に
井
戸

知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
受
章
者
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
消
防
功
労

高
砂
市
消
防
団

　
団
長 

伊
藤
　
定
雄

香
美
町
消
防
団

　
団
長 

今
後
　
武
司

前
丹
波
市
消
防
団

　
団
長 

荻
野
　
克
己

豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
団
長 

成
田
　
安
浩

宍
粟
市
消
防
団

　
団
長 

安
原
　
勝
則

前
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
司
監 
長
岡
　
賢
二

兵庫県功労者表彰式の様子

こ
の
た
び
、
五
月
二
四
日
の
任

期
満
了
に
よ
り
会
長
を
退
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
二
年
三
月
に
会
長
に
就

任
し
て
か
ら
一
一
年
に
わ
た
り
、

県
下
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
の

皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆

様
方
に
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
理
解

と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
を
顧
み
ま
す
と
、
平
成

二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
、

東
日
本
大
震
災
で
は
広
範
囲
に
わ

た
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
活

動
中
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
も

一
方
、
兵
庫
県
消
防
協
会
も
平

成
二
五
年
に
公
益
財
団
法
人
と
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
消
防
団

員
応
援
事
業
所
登
録
事
業
や
県
下

女
性
団
員
活
性
化
大
会
な
ど
一
定

の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
会
長
の
も
と
、

県
下
消
防
団
員
が
全
国
一
の
消
防

団
員
数
を
誇
る
「
兵
庫
消
防
」
の

誇
り
を
胸
に
、
よ
り
一
層
強
い
団

結
と
使
命
感
を
持
っ
て
地
域
住
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
名
誉
会
長
に

推
挙
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
消
防
協
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
側
面
か
ら
ご
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
も
県
下
消
防
団

の
更
な
る
ご
発
展
と
、
会
員
各
位

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
素
は
、
本
協
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県

下
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
の
皆

様
に
は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
消
防

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
い
敬
意
と

感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
兵
庫
県
消
防

協
会
長
第
六
代
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
歴
代
会
長
が

営
々
と
し
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
消

防
協
会
の
良
き
伝
統
を
踏
ま
え
、

消
防
協
会
は
も
と
よ
り
県
下
各
消

防
団
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
そ
の

職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
だ
終
息
の
目
処
が
立
た
ず
、

世
界
を
脅
か
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
我
々
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

消
防
団
活
動
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

様
々
な
活
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
る
な
ど
、
未
曽
有
の
ウ
イ

ル
ス
に
苦
し
み
悩
ま
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

我
々
消
防
団
は
、
「
地
域
の
こ

と
は
地
域
で
守
る
」
と
の
気
概
を

持
ち
、
常
に
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
、
地
域
の
安
全
確
保
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
災
禍
を
は
じ
め
、
災
害
が

複
雑
多
様
化
す
る
中
で
、
私
た
ち

消
防
団
に
対
す
る
住
民
の
期
待
は

従
来
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
消
防
団
員
の
被
雇
用

者
化
、
団
員
数
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
時
代
に

即
し
た
消
防
団
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

兵
庫
県
消
防
協
会
で
は
、
こ
う

し
た
う
ね
り
に
対
応
す
る
た
め
に

消
防
団
活
動
へ
の
県
民
の
関
心
を

就
任
あ
い
さ
つ

第六代兵庫県消防協会長

岸野　雅信

高
め
る
事
業
や
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
の
た
め
の
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
消

防
団
の
活
性
化
に
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
県
下
各
消
防
団
の
ご

発
展
と
、
会
員
各
位
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
会
長
の
就
任
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

名誉会長

岸谷　義雄

多
数
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
八
年
四
月
に
は

熊
本
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
毎

年
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
災
害
や
集
中
豪
雨
、
ス
ー

パ
ー
台
風
な
ど
多
種
多
様
化
す
る

自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
に
お
い
て
も
平
成
三
〇

年
の
七
月
豪
雨
で
は
、
県
内
各
地

で
床
上
浸
水
、
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
一
五
市
町
に
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
な
ど
、
改
め
て
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。加

え
て
令
和
二
年
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
日
本
中
が
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
異
常
事
態

を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

消
防
協
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
年
間
行

事
が
中
止
と
な
り
、
何
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
残
念
な

思
い
が
残
り
ま
す
。

（2）（５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 691 号 令和３年８月15日
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元
川
西
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
長
 
福
田
　
　
保

元
加
古
川
市
消
防
本
部

　
消
防
監
 

三
柳
　
光
彰

◎
瑞
宝
単
光
章

元
南
但
消
防
本
部

　
消
防
司
令
 

池
野
　
浩
二

元
加
古
川
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
長
 
賀
前
　
高
弘

元
西
は
り
ま
消
防
本
部

　
消
防
司
令
長
 
木
南
　
敏
之

元
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
監
 

櫛
橋
　
克
治

元
三
木
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
 

小
島
　
裕
一

元
尼
崎
市
消
防
局

　
消
防
司
令
 

小
林
　
　
廣

元
美
方
広
域
消
防
本
部

　
消
防
司
令
 

田
中
　
　
正

元
西
宮
市
消
防
局

　
消
防
司
令
長
 
中
山
　
一
人

元
三
田
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
 

福
田
　
一
郎

元
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
監
 

外
西
　
　
勝

元
中
播
消
防
事
務
組
合

　
消
防
司
令
長
 
細
岡
克
比
児

元
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
司
令
長
 
前
　
　
益
幸

元
尼
崎
市
消
防
局

　
消
防
司
令
 

宮
原
　
昭
雄

元
小
野
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
 

横
田
　
幹
男

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

瑞
宝
双
光
章
 

三
一
四
名

瑞
宝
単
光
章
 

三
一
七
名

　
　
計
 

六
三
一
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
神
戸
市
消
防
局

　
消
防
正
監
 

青
木
　
啓
司

元
豊
岡
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
長
 
伊
藤
　
忠
明

元
姫
路
市
消
防
局

　
消
防
監
 

岡
村
　
卓
治

元
西
宮
市
消
防
局

　
消
防
監
 

谷
保
　
和
成

元
北
は
り
ま
消
防
本
部

　
消
防
監
 

德
岡
　
恒
夫

元
篠
山
市
消
防
本
部

　
消
防
司
令
長
 
畑
　
　
光
明

第三六回危険業務従事者叙勲が
令和三年四月二九日に発令

二
二
名
の
兵
庫
県
下

　
　
元
消
防
職
員
の
皆
様
が

　
　
　
消
防
功
労
関
係
で
受
章

安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
は
、

「
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
又
は
安

全
水
準
の
向
上
の
た
め
、
各
種
安

全
運
動
、
安
全
の
た
め
の
研
究
、

も
し
く
は
教
育
又
は
災
害
の
発
生

の
防
止
も
し
く
は
被
害
の
軽
減
に

尽
力
し
、
又
は
貢
献
し
た
方
々
の

士
気
高
揚
を
図
る
」
と
い
う
目
的

で
、
消
防
職
団
員
以
外
の
個
人
・

団
体
を
受
賞
対
象
と
し
、
行
っ
て

い
る
表
彰
で
す
。

こ
の
度
、
授
賞
式
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

（
全
国
受
賞
者
数
）

安
全
功
労
者
表
彰
（
個
人
）

三
四
名

　
　
　
　
　
　
　
（
団
体
）

一
○
団
体

兵
庫
県
下
受
賞
者

○
安
全
功
労
者
表
彰

　
個
人
の
部

三
田
市
防
火
安
全
協
会

　
会
長
　
　
　
　
川
邊
　
　
元

団
体
の
部

岩
谷
瓦
斯
株
式
会
社

　
　
近
畿
事
業
部
尼
崎
工
場

安全功労者
総務大臣表彰

令和三年度

元
川
西
市
消
防
団

　
分
団
長
 

岡
崎
　
康
夫

元
尼
崎
市
消
防
団

　
副
団
長
 

島
中
　
　
護

元
淡
路
市
消
防
団

　
団
長
 

髙
橋
　
　
宏

元
加
古
川
市
消
防
団

　
分
団
長
 

長
谷
川
敏
昭

元
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
副
団
長
 

細
田
　
　
優

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
 

前
田
　
　
豊

元
小
野
市
消
防
団

　
分
団
長
 

松
原
　
　
剛

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
 

山
下
　
和
男

〈
春
の
褒
章
〉

消
防
団
員
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に

努
力
し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
方
へ
授
与
さ
れ
る
藍
綬

褒
章
に
神
戸
市
北
消
防
団
の
採
田

芳
博
団
長
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。

今
回
の
褒
章
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
褒
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

紅
綬
褒
章
　
　
　
　
　
四
名

黄
綬
褒
章
　
　
　
　
　
八
名

藍
綬
褒
章
　
　
　
　
九
六
名

計
　
　
　
　
　
　
一
○
八
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
績
）

○
藍
綬
褒
章

神
戸
市
北
消
防
団

　
団
長 

採
田
　
芳
博

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

瑞
宝
小
綬
章
 

三
九
名

旭
日
双
光
章
 

五
名

瑞
宝
双
光
章
 

八
○
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
九
○
名

　
　
計
 

六
一
四
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
豊
岡
市
但
東
消
防
団

　
団
長
 

桑
田
　
　
均
 

 ◎
瑞
宝
単
光
章

元
宝
塚
市
消
防
団

　
分
団
長
 

池
奥
　
保
夫

元
芦
屋
市
消
防
団

　
分
団
長
 

石
原
　
勝
実

元
姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
分
団
長
 

岩
本
　
秀
樹

元
朝
来
市
消
防
団

　
副
団
長
 

大
本
　
　
勇

〈
春
の
叙
勲
〉

令
和
三
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二

九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
一
四
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
吏
員
・
元
消

防
団
員
併
せ
て
一
三
名
が
叙
勲
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
し
て
敢
然
と
立
ち

向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
消
防
の
発
展
に

貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
等
、
こ
れ

ま
で
に
抜
群
の
功
績
に
よ
り
、
そ

の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

令和三年
春の叙勲
春の褒章

令和三年四月二九日に発令
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突撃取材

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
三
年
度
兵
庫
県
女
性
消
防
団
員
技
術
研
修
会

令
和
三
年
七
月
四
日
（
日
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
約
二
年
ぶ
り
に
女
性
消
防

団
員
技
術
研
修
会
を
参
集
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
参
集
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
大
幅
に
人
数
制
限
を

行
い
、
感
染
症
対
策
を
実
施
す
る

中
、
県
内
一
〇
消
防
団
か
ら
一
九

まず最初に前後の方と自己紹介タイム

北田事務局長よりご挨拶実技の様子

CPRスコアリングアルゴリズムで胸骨圧迫を確認

教官による講義

手洗いチェッカーできちん
と手洗いができているかの

チェック

名
の
女
性
消
防
団
員
の
皆
様
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
会
は
、
兵
庫
県

救
急
救
命
士
養
成
所
の
教
官
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
踏
ま

え
た
救
急
蘇
生
法
に
つ
い
て
」
の

講
義
と
実
技
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
救
急
蘇
生
法
だ
け

で
は
な
く
、
感
染
症
に
つ
い
て
や

手
洗
い
、
マ
ス
ク
装
着
、
消
毒
な

ど
、
日
常
生
活
で
実
践
で
き
る
内

容
を
ご
教
授
く
だ
さ
り
、
受
講
さ

れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
所
属
消
防

団
で
団
員
へ
伝
え
た
い
」
「
当
た

り
前
の
こ
と
で
も
気
づ
か
な
か
っ

た
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

学
べ
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
実
技
で
は
、
教
官
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
救
急
蘇
生
法
の
変
更

点
に
加
え
、
C
P
R
ス
コ
ア
リ
ン

グ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
、
胸
骨
圧
迫

が
適
切
に
行
え
て
い
る
か
の
測
定

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
蘇
生
法
に
つ
い
て
初

め
て
学
ば
れ
る
女
性
消
防
団
員
の

方
々
に
は
、
別
途
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

県
消
防
協
会
と
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
可
能
な
限
り
参
集
し
て

い
た
だ
き
、
研
修
会
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
研
修
会
は
、
県
内
の
女
性
消

防
団
員
の
皆
様
が
一
堂
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
け
る
唯
一
の
機
会
で
す
。

「
技
術
の
習
得
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
交
流
」
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、

横
の
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
が
、

県
内
の
地
域
防
災
力
強
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
落
ち
着
く
気
配
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
く
以
前
の
よ

う
に
多
く
の
女
性
消
防
団
員
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
研
修

会
が
実
施
で
き
る
状
況
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙

し
い
中
、
本
研
修
会
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
救
急
救
命
士
養
成
所
の

教
官
方
を
は
じ
め
、
研
修
会
に
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本
研
修
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
消
防
団
は
以
下
の
と
お
り
。

・
神
戸
市
長
田
消
防
団

・
尼
崎
市
消
防
団

・
芦
屋
市
消
防
団

・
伊
丹
市
消
防
団

・
三
木
市
消
防
団

・
川
西
市
消
防
団

・
小
野
市
消
防
団

・
丹
波
篠
山
市
消
防
団

・
淡
路
市
消
防
団

・
猪
名
川
町
消
防
団

以
上
一
〇
消
防
団
（
参
加
者
二

八
名
）
※
各
市
町
引
率
職
員
含
む
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稲
美
町
は
、
播
州
平
野
東
部
の

東
播
磨
地
域
に
位
置
し
、
東
は
神

戸
市
、
南
は
明
石
市
、
西
は
加
古

川
市
、
北
は
三
木
市
と
四
市
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
三

四
・
九
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

た
め
池
が
八
八
箇
所
（
町
域
面
積

の
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
管
内
人
口
は
三
〇
，

七
五
〇
人
（
令
和
三
年
四
月
一
日

（
県
下
最
大
の
た
め
池
）
で
た
め

池
決
壊
を
想
定
し
た
積
み
土
の
う

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
台
風

な
ど
の
風
水
害
に
備
え
た
各
部
配

備
用
の
土
の
う
づ
く
り
も
兼
ね
る

大
切
な
訓
練
の
ひ
と
つ
で
す
。

○
警
備

い
な
み
大
池
ま
つ
り
（
花
火
大

会
）
の
警
備
を
消
防
団
が
行
い
ま

す
。
多
数
の
人
が
加
古
大
池
に
集

現
在
）
に
対
し
団
員
は
八
〇
五
人

（
二
・
六
％
）
で
す
。

稲
美
町
消
防
団
は
昭
和
五
一
年

に
三
消
防
団
を
統
廃
合
し
、
四
三

分
団
一
，
三
八
九
名
で
発
足
し
ま

し
た
。
昭
和
五
七
年
か
ら
消
防
事

務
を
加
古
川
市
に
委
託
し
て
い
ま

す
が
、
今
で
も
「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い

う
意
識
が
強
く
、
消
防
団
の
活
動

が
と
て
も
活
発
で
す
。
そ
の
後
、

機
構
改
革
等
を
は
か
り
、
現
在
六

分
団
四
三
部
制
（
定
数
八
六
三
）

を
敷
い
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
性
化
を
は
か
る
た

め
に
は
、
新
入
団
員
の
確
保
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
密
接
な
地
域
活
動

を
通
じ
て
団
員
に
な
る
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
地
域
に
溶
け

込
み
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
消
防

団
の
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

【
稲
美
町
消
防
団
の
主
な
活
動
】

○
操
法
大
会

稲
美
町
で
は
、
県
大
会
等
の
上

位
大
会
が
実
施
さ
れ
な
い
年
度
に

お
い
て
も
、
機
械
器
具
の
基
本
的

操
作
の
習
得
に
向
け
た
消
防
操
法

技
術
の
向
上
と
団
員
の
士
気
高
揚

を
は
か
る
た
め
、
毎
年
四
月
に
町

内
の
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
操

法
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
合

同
チ
ー
ム
を
含
め
三
〇
チ
ー
ム
が

上
位
入
賞
に
向
け
て
休
日
、
昼
夜

問
わ
ず
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

○
水
防
訓
練

全
国
有
数
の
た
め
池
密
集
地
域

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

団
は
水
防
活
動
に
も
と
り
わ
け
熱

心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
出
水
期
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
加
古
大
池

の
防
火
意
識
の
向
上
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
分
団

と
も
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
に

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

例
年
、
定
期
的
に
地
域
住
民
と

の
防
火
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
春
先
に
は
、
六
甲
山
で
の

山
林
火
災
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
、

新
入
団
員
に
対
し
て
の
基
礎
教
育

訓
練
や
高
潮
時
に
閉
鎖
す
る
防
潮

提
閉
鎖
訓
練
、
夏
に
は
全
団
員
参

加
で
の
夏
期
特
別
訓
練
の
開
催
、

秋
に
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
や

救
急
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
協
力
、
冬

に
は
年
末
特
別
警
戒
、
市
民
放
水

大
会
、
東
灘
消
防
団
出
初
式
や
文

化
財
防
火
デ
ー
で
の
消
火
訓
練
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
度
か
ら
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
消

防
団
活
動
が
自
粛
や
中
止
・
縮
小

が
さ
れ
て
お
り
、
例
年
の
よ
う
な

活
動
が
で
き
な
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
密
を
避
け
る
な
ど
各
分
団

単
位
で
感
染
防
止
に
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
ポ
ン
プ
取
扱
訓
練
、

放
水
訓
練
や
資
機
材
の
点
検
等
を

神
戸
市
東
灘
区
は
、
神
戸
市
の

東
端
に
位
置
し
、
都
心
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
自
然
あ
ふ
れ
る
環
境
が
好

ま
れ
、
古
く
か
ら
近
畿
有
数
の
住

宅
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

東
灘
消
防
団
は
、
西
は
灘
区
、

東
は
芦
屋
市
、
北
に
は
六
甲
山
、

南
に
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
囲
ま

れ
た
地
域
を
所
管
区
域
と
し
て
お

り
、
本
庄
深
江
・
本
庄
青
木
・
本

山
東
・
本
山
西
・
魚
崎
・
住
吉
第

一
・
住
吉
第
二
・
御
影
東
・
御
影

西
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一
〇
分

団
と
本
団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
女
性
団
員
も
含
め
た

一
三
四
名
（
令
和
三
年
七
月
一
日

現
在
）
が
所
属
、
市
街
地
で
あ
り

な
が
ら
積
載
車
七
台
、
ポ
ン
プ
車

二
台
と
搬
送
車
一
台
、
合
わ
せ
て

一
〇
台
を
配
置
し
て
、
東
灘
区
全

域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

海
側
に
は
工
場
や
港
湾
施
設
が
あ

り
、
大
規
模
な
火
災
に
は
十
分
注

意
が
必
要
な
地
域
で
す
。　
　

ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
住

宅
地
域
が
多
い
こ
と
か
ら
、
住
民

P
i
c
k
 
U
p
!

『
安
心
・
安
全
・
東
灘
！
』

神
戸
市
東
灘
消
防
団

『
消
防
団
は
地
域
防
災
力
の
担
い
手
』

稲
美
町
消
防
団

東灘消防団基礎教育研修

防潮堤閉鎖訓練

感
染
防
止
に
留
意
し
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
「
安

心
・
安
全
・
東
灘
！
」
に
向
け
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。（

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
掲
載
写

真
は
い
ず
れ
も
昨
年
や
一
昨
年
の

も
の
で
す
。
）

東灘消防団出初式

水防訓練（加古大池での土嚢づくり）

兵庫県下最大の加古大池

稲美町総合防災訓練で指導する消防団員

ま
る
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
防

火
・
水
難
対
策
な
ど
の
警
備
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
校
区
単
位
や
集
落

単
位
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

警
備
も
消
防
団
が
担
い
、
住
民
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。

○
分
団
毎
訓
練

七
〜
九
月
に
は
六
分
団
が
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
器
具
操

作
、
ホ
ー
ス
連
結
、
無
線
伝
達
な

ど
分
団
長
指
揮
の
も
と
訓
練
を
行

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
加
古
川
市

消
防
本
部
の
救
急
隊
員
を
講
師
に

迎
え
、
救
急
救
命
講
習
を
実
施
す

る
な
ど
訓
練
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
ま
す
。

○
防
災
訓
練

稲
美
町
で
は
山
崎
断
層
及
び
草

谷
断
層
を
震
源
と
す
る
震
度
七
を

観
測
し
た
と
の
想
定
で
、
毎
年
一

〇
月
に
加
古
大
池
を
会
場
と
し
た

稲
美
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
治
会
を
は
じ
め
消

防
署
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
防

災
関
係
機
関
に
加
え
て
消
防
団
も

参
画
し
ま
す
。
初
期
消
火
及
び
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
や
積
み
土
の
う

訓
練
で
は
、
消
防
団
幹
部
が
参
加

者
に
指
導
を
行
い
、
地
域
住
民
と

の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

 

私
は
、
平
成
二
三
年
度
に
た
つ
の
市
役

所
に
入
庁
し
、
現
在
教
育
委
員
会
事
務
局

す
こ
や
か
給
食
課
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
民
間
企
業
に
勤
め
て
お
り
、

転
職
を
機
に
地
元
に
戻
っ
た
の
は
約
一
〇

年
振
り
で
し
た
。
当
初
配
属
に
な
っ
た
部

署
で
、
分
団
に
所
属
し
て
い
る
方
と
の
接

点
が
生
ま
れ
何
か
し
ら
地
元
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
ま
た
、
父
親

が
同
じ
分
団
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

定
年
を
迎
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
入
団

し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
消
防
団
に
お
い
て
も
同
様

か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
若
手
団

員
の
確
保
・
育

成
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
た
た

め
、
若
手
団
員

が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
や

防
災
活
動
に
貢
献
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

私
が
入
団
し
た
の
は
令
和
二
年
一
一
月

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
活
動
で
き
た
の
は
年
末
特
別
警

戒
だ
け
で
、
実
際
の
火
災
現
場
等
へ
の
出

動
の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
団
の
先

輩
方
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
訓

練
と
経
験
を
重
ね
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
火
災
や
自
然
災
害
に
迅
速
に
対

応
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〜
市
役
所
職
員
、消
防
団
員
と
し
て
〜

たつの市消防団
団員

丸尾　剛

われら
若手消防団員
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

編
集
後
記

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
、
当
協
会

会
長
の
就
任
と
退
任
に
つ

い
て
の
記
事
を
一
面
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
岸
谷

名
誉
会
長
、
長
き
に
わ
た

り
協
会
長
を
務
め
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た

に
協
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
岸
野
会
長
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
二
、
三
面
に
は
、

春
の
叙
勲
を
は
じ
め
各
種

表
彰
を
受
章
さ
れ
た
方
々

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

受
章
さ
れ
た
皆
様
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
月
号
も
紙

面
作
成
に
あ
た
り
、
各
地

区
か
ら
多
数
の
寄
稿
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
、
何
か
と

気
が
か
り
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
災
害
へ
の
備

え
・
体
調
管
理
に
は
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

た
と
全
団
員
が
賞
賛
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
組
織
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
少
子
高
齢
化
や
就
業
形
態
等

の
変
化
で
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
「
活
動
は
、
怪
我
な
く
、

事
故
な
く
安
全
に
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
「
団
員
の
安
全
を
第
一

に
考
え
、
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
安
心
と

安
全
を
目
指
し
て
」

丹
波
市
は
、
兵
庫
県
の
中
央
東

部
に
位
置
し
、
美
し
い
自
然
と
懐

か
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
緑
豊

か
な
地
域
の
中
に
様
々
な
地
域
資

源
を
有
し
て
お
り
、
平
成
一
六
年

一
一
月
に
六
つ
の
個
性
豊
か
な
特

色
を
も
つ
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。

市
内
の
石
生
の
「
水
分
れ
」
は

海
抜
九
五
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

本
州
一
低
い
中
央
分
水
界
と
な
っ

て
い
ま
す
。
気
候
は
瀬
戸
内
海
型

に
属
し
、
年
間
、
昼
夜
間
の
寒
暖

差
が
激
し
く
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
発
生
す
る
丹
波
地
域
の
山
々
を

つ
つ
む
朝
霧
、
夕
霧
は
「
丹
波

霧
」
と
呼
ば
れ
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
一
層
の
深
み
と
神
秘
さ
を
醸

し
出
し
ま
す
。

丹
波
市
消
防
団
は
、
一
本
部
六

「
団
員
の
安
全
を第

一
に
！
」

丹
波
篠
山
市
は
兵
庫
県
の
中
東

部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
京
都
と

山
陰
、
山
陽
間
の
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
篠
山
城

跡
を
中
心
に
、
市
内
各
地
に
数
多

く
の
文
化
遺
産
が
存
在
し
て
お
り
、

田
園
地
帯
と
調
和
し
た
穏
や
か
な

風
土
を
特
色
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
二
月
に
黒
大
豆
を
栽

培
す
る
地
域
と
し
て
、
丹
波
篠
山

が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
、
継
承

さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
農
業
が
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

丹
波
篠
山
市
消
防
団
は
一
団
二

一
分
団
、
団
員
数
一
，
一
九
二
人

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
先
頭

に
立
ち
指
揮
を
執
る
の
が
田
畑
幸

生
団
長
で
す
。

笑
顔
の
絶
え
な
い
朗
ら
か
な
団

長
は
、
今
年
の
春
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
副
団
長
時
代
に
は
こ
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
山
林

に
囲
ま
れ
た
建
物
火
災
現
場
で
、

金
属
屋
根
が
被
さ
っ
た
状
態
で

残
っ
た
箇
所
の
残
火
処
理
が
進
ま

ず
苦
慮
し
て
い
る
な
か
、
消
防
本

部
が
手
配
し
た
重
機
の
操
作
を
自

ら
行
い
、
金
属
屋
根
等
の
撤
去
を

し
、
早
期
鎮
火
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
長
年
建
設

会
社
に
勤
め
て
お
ら
れ
る
経
験
を

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

丹
波
篠
山
市
消
防
団　
　
　

田
畑　

幸
生

支
団
二
九
分
団
九
二
部
の
定
数
一
，

七
〇
六
名
（
女
性
分
団
含
む
）
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

西
垣
団
長
は
、
平
成
二
年
に
入

団
し
て
平
成
一
八
年
度
か
ら
分
団

長
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
副
団
長

を
務
め
ら
れ
、
令
和
三
年
四
月
一

日
に
丹
波
市
消
防
団
団
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

団
長
の
趣
味
は
海
釣
り
で
す
。

休
み
に
な
る
と
海
へ
出
か
け
て
釣

り
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
、
釣
っ
た

魚
は
自
身
で
さ
ば
く
ほ
ど
の
腕
前

で
、
食
卓
の
一
品
と
し
て
並
ぶ
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

普
段
は
温
厚
で
優
し
い
印
象
を

も
っ
た
団
長
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ざ
火
災
や
水
害
な
ど
が
発
生
し

た
と
き
に
は
迅
速
に
先
頭
に
立
ち

陣
頭
指
揮
を
執
り
、
団
員
を
ま
と

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

消
防
団
活
動
で
は
、
消
防
防
災

体
制
の
充
実
に
努
め
、
市
民
の
方

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

「
奥
播
磨
か
か
し
の
里
の

団
長
さ
ん
」

吾
輩
は
名
も
な
い
年
老
い
た
案

山
子
で
あ
る
。
姫
路
市
の
北
西
部

に
位
置
す
る
静
か
な
山
間
地
域
の

こ
の
ま
ち
を
長
年
見
守
っ
て
き
た
。

こ
の
ま
ち
の
こ
と
な
ら
な
ん
だ
っ

丹
波
市
消
防
団　
　
　
　

西
垣　
　

毅

て
知
っ
て
い
る
。
今
年
の
四
月
に

こ
の
ま
ち
の
消
防
団
長
が
代
わ
っ

た
。新

し
い
団
長
は
、
な
ん
と
あ
の

本
長
君
じ
ゃ
な
い
か
。
吾
輩
は
も

ち
ろ
ん
本
長
君
を
子
供
の
時
か
ら

知
っ
て
い
る
。
い
ま
で
言
う
イ
ケ

メ
ン
で
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
ゴ
ル

フ
や
キ
ャ
ン
プ
を
好
み
、
ぱ
っ
と

見
は
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
ラ
い
。

し
か
し
吾
輩
は
見
て
い
た
。

台
風
で
暴
風
雨
の
中
、
村
を
孤

姫
路
市
安
富
町
消
防
団　

本
長　

直
樹

豊
岡
市
出
石
町
は
、
但
馬
の
小
京

都
と
呼
ば
れ
る
観
光
地
で 

そ
の
古

風
な
町
並
み
は
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
五
年
に
結
成
さ
れ
た
女
性
消

防
団
は
、
現
在
は
三
名
と
い
う
少
な

い
人
数
で
す
が 

今
日
に
至
る
ま
で

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
の
活
動
は
火
災
の
予

防
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
火
災
予

防
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
な
が
ら
出
石

町
全
域
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
式
典
の
補

助
、
救
急
救
命
講
習
会
や
各
種
訓
練
、

大
会
、
技
術
研
修
会
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
技
術
の
習
得
、
防
災
意

識
向
上
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
〇
年
六
月
よ
り
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
I
C
C

（
出
石
消
防
団
現
場
指
揮
隊
）
が
始

動
し
、
火
災
発
生
時
に
は
可
能
な
限

り
出
動
し
、
男
性
隊
員
と
と
も
に
消

火
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
私
た
ち
の
主
な
役
割
は
、

災
害
状
況
及
び
住
人
の
避
難
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
、
交
通
整
理
等
行
い

な
が
ら
周
辺
住
民
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
の
方
が

混
乱
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
い

て
、
女
性
な
ら
で
は
の
ソ
フ
ト
さ
を

活
か
し
な
が
ら
、
事
態
の
安
全
な
収

束
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

『
歴
史
あ
る
町
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
』

豊
岡
市
出
石
消
防
団　

女
性
消
防
団

出初式を終えて救命講習の補助もやってます

立
さ
せ
な
い
た
め
に
危
険
を
顧
み

ず
道
路
を
塞
い
だ
倒
木
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
伐
採
し
た
本
長
君
を
。

茅
葺
屋
根
の
家
屋
が
大
炎
上
し

た
時
、
自
ら
の
火
傷
も
い
と
わ
ず

決
死
の
消
火
活
動
を
し
て
い
た
本

長
君
を
。

そ
っ
と
見
て
い
る
と
、
本
長
君

は
若
い
人
か
ら
年
寄
り
ま
で
世
代

や
地
域
を
問
わ
ず
人
と
触
れ
合
う

こ
と
が
大
好
き
で
、
何
事
に
も
誠

実
に
取
り
組
む
、
団
長
に
相
応
し

い
実
に
い
い
奴
だ
。

そ
ん
な
本
長
君
が
、
姫
路
市
長

か
ら
団
長
就
任
の
辞
令
を
貰
っ
た

日
に
吾
輩
に
こ
ん
な
誓
い
を
立
て

て
く
れ
た
。

「
安
富
町
消
防
団
長
と
し
て
ま

だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、
『
今
日

が
人
生
で
一
番
若
い
日
』
を
座
右

の
銘
と
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
頼
り
に
さ
れ
る
消
防
団
組

織
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
か
わ
ら
ず
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。
」

本
長
君
な
ら
安
心
だ
、
静
か
で

緑
が
美
し
い
故
郷
安
富
町
の
安

心
・
安
全
を
任
せ
て
も
。

吾
輩
は
こ
れ
か
ら
も
見
て
る
ぞ
。

雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日
も
夏

の
暑
い
日
も
、
安
富
町
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
本
長
君
を
。

年
老
い
た
案
山
子
よ
り
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